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令和８年度小千谷市社会福祉協議会事業計画 
 

少子高齢化の進展により、単身世帯の増加や世帯規模の縮小化が進み、同時に地域における交流

意識は急速に弱まってきました。このため、地域の交流によって自然と育まれてきた従来からの助

け合いの形は、維持していくことが困難になってきました。 

また、ひきこもりやヤングケアラーなど、個々の世帯においても新たな生活の困難が顕在化し、

福祉課題は複雑化・複合化しています。 

当協議会では、つながり・支えあいのある地域共生社会の再構築に向け、高齢者や障がい者、子

育て中の親子など、対象別に実施してきた事業を見直し、対象の境界線上、または制度の狭間に

あってこれまで支援が弱くなりやすかったところについては、社協の強みを活かし横断的・包括的

な支援を行っていきます。 

積極的に地域に出向き、社協の原点である顔の見えるこころの通う相談支援を通し、地域住民と

課題を共有し、ニーズを分析し、個から世帯、そして地域へと関係機関と連携したネットワークの

形成を図るなど、フォーマル、インフォーマルケアのハブとしての機能を発揮しコーディネートし

ていきます。 

福祉会や町内会、老人クラブ、民生委員児童委員、行政、関係団体などと連携し、誰もが安心し

てその人らしい生活を送ることができるよう、地域に不足する社会資源の開発に向け社協から積極

的に働きかけ支援していきます。 

第５次地域福祉活動計画（令和４年度～８年度）の最終年度として、計画を総括的に評価し、第

６次計画の策定に向け、計画策定委員会の設置や住民アンケート調査を実施し、地域住民とともに

つくる実効性ある活動計画を策定します。 

また、介護保険サービス・障がい福祉サービス事業ではデジタルツールの導入による業務の効率

化を図るとともに、部門間で利用者の目指す姿を共有することで、利用者の自己実現やＱＯＬの向

上が図られるようより細やかな支援につなげていきます。 

 

 

 

◆経営理念 

 

小千谷市社会福祉協議会は、社会福祉法に基づく地域福祉を推進する中核的な民間団体と

して、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを推進するた

め、「支えあい いたわりあい 励ましあい 心豊かなまちに」という基本理念のもと、次

の経営理念に基づき、法人経営及び事業展開を行います。 

 

① 住民参加・協働による福祉を基盤としたまちづくり 

地域に開かれ、地域とともに歩む公益性の高い組織として、住民参加と協働し、町内

会やボランティア団体、関係機関等との連携により、福祉を基盤としたまちづくりを推

進します。 
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② 地域の特性を活かした総合的な支援体制づくり 

事業の展開にあたっては、地域と一緒に課題解決できる総合的な支援体制を確立し、

地域の福祉ニーズに基づいた事業を展開します。 

③ 利用者本位の福祉サービスの実施 

福祉サービス事業の経営にあたっては、利用者個人の尊厳と自己選択を尊重し、利用

者本位のサービスの提供と開かれた施設運営を行います。 

 

◆組織運営方針 

 

① 健全で効率的な法人経営 

事業の効果測定やコスト把握など適切な事業評価を行い、効果的で効率的な法人経営

と自主財源の拡充を図ります。 

② 法令遵守と情報公開 

全ての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守するとともに、情報公開と説明責

任を果たします。 

 

 

◆経営目標（2022-2026 社協ビジョン） 

 

「共に支えあい 多様な生活課題に対応する社協を目指す」 

・地域住民のつながりを再構築し、支えあう体制づくりを支援します。 

・地域と積極的に関わり、どんな相談も受け止め、寄り添い続ける支援を心がけます。 

 

 

◆社協発展・強化に向けた取組項目 

 

 １．地域福祉部門の強化と事業見直し 

 ２．福祉会を柱とする持続可能なネットワークの推進 

 ３．断らない相談支援の徹底 

 ４．社協職員の人材確保・育成と組織の強化 

 ５．財政基盤の強化 

 ６．情報発信の強化 
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総務係

会　員　（一般会員・団体会員・企業等法人会員・賛助会員）

理事会 評議員会　

監事　

会　長 委員会・部会

事務局

地域福祉係

デイホームだんらん

常務理事

総合福祉センター
総務課

地域福祉課

事務局長
事務局次長
事務局参事

地域福祉センターみな
み・克雪管理センター

ボランティアセンター

ふれあい福祉センター相談所

地域包括支援センター

学童クラブ(放課後児童健
全育成事業)

基幹相談支援センター

相談支援事業所

居宅介護等事業所

障害者支援センターさつき工房

訪問介護事業所

デイサービスセンターサンラックおぢや

デイサービスセンターみなみ

在宅支援事業課

こども支援係

通所介護係

障がい支援係

居宅介護支援事業所

介護支援係

訪問介護係
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◆事業実施計画 

 

＜社会福祉事業＞ 

サービス区分 １ 法人運営事業 

 

１ 事業の概要 

第２次社協発展・強化計画に基づき、法人経営の安定化や総合的な企画、各部門間の調整など、

社協事業全体のマネジメントに引き続き取り組みます。 

ＩＣＴ の導入による業務や人員体制の効率化や職員の負担軽減を図るとともに、必要なサービ

スに注力できる体制を構築します。 

適切な法人経営や事業運営を行うため、職員全体を対象とするマネジメント研修を実施し、法人

としての将来的ビジョンの明確化・共有化を図ります。 

社協の取り組んでいる事業等を積極的にＰＲし、市民から広く理解される組織を目指すととも

に、将来を担う人材の確保にもつなげていきます。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ４３，１０６ ４０，２１４ ２，８９２ 

事務費支出 ４，６６１ ４，５４２ １１９ 

積立資産支出 １０８ １０８ ０ 

支出合計 ４７，８７５ ４４，８６４ ３，０１１ 

 

３ 主な事業 

（1）役員会等の開催 

・理事会  年５回（６月、９月、１１月、２月、３月） 

・監事会  年１回（５月） 

・評議員会 年３回 定時（６月）臨時（１２月、３月） 

・評議員選任・解任委員会 年３回（６月、９月、２月） 

（2）職員の育成・資質向上 

・職員研修計画に基づき、基礎研修やＯＪＴ研修、スキルアップ研修等のほか、全職員

対象のマネジメント研修、係長級職員による経営に関する研修を行います。 

・安全衛生研修による事故防止のための啓発や講習会を開催します。 

（3）会員会費制度の理解と加入促進 

  ・協力員懇談会や広報紙などを通じて、社協の役割と会費制度の理解を深めていただく

よう働きかけます。また、ＰＲ方法の工夫を検討し団体会員や企業等法人会員の加入

促進を図ります。 

 金 額 ８年度目標 ７年度見込 

一般会員 １世帯 700 円 11,000 世帯 10,628 世帯 

賛助会員 １口 1,000 円 600 名 455 名 

団体会員 １口 1,000 円 10 団体 6 団体 

企業等法人会員 １口 5,000 円 215 社 189 社 
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サービス区分 ２ 地域福祉推進事業 

 

１ 事業の概要 

地域福祉活動計画は、変化する福祉課題やニーズに対し、適宜見直しを行い、地域の実状に合っ

た第６次計画の策定につなげていきます。 

介護・障がい福祉サービス部門や市役所内の受託サービス事業等に働きかけ、住民主体の福祉活

動や生活支援体制の強化につながるよう連携し取り組んでいきます。 

小地域を単位とする住民福祉活動の基盤となる福祉会については、引き続き活動を支援するとと

もに、未設立の町内には活動マニュアルを活用し、ふれあい体験講座等の開催により地域住民と関

わり合う中で働きかけていきます。 

市や各地区生活支援コーディネーターと連携し、地域の支え合いに基づく生活支援サービス体制

の充実を図ります。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ６，３７７ ６，５７９ △２０２ 

事業費支出 ３３，３９４ ３２，８３８ ５５６ 

事務費支出 ８０３ ８３１ △２８ 

助成金支出 ５，０５０ ４，９１０ １４０ 

積立資産支出 １８ １８ ０ 

支出合計 ４５，６４２ ４５，１７６ ４６６ 

 

３ 主な事業 

（1）福祉会推進事業 

・福祉会活動の育成・支援  4,650 千円〔R7:4,530 千円〕 

・福祉会・いきいきサロンの設立の働きかけ 3,030 千円〔R7:3,030 千円〕 

・懇談会、市民ふれあい体験講座等の実施  70 千円〔R7:70 千円〕 

（2）生活支援サービス事業 

①日常生活自立支援事業の実施と啓発  2,297 千円〔R7:2,449 千円〕 

・高齢者や障がい者が、地域で安心して暮らせるよう日常生活を支援します。 

②生活支援サポーター事業「あちこたネットおぢや」の実施 105 千円〔R7:105 千円〕 

・高齢者や障がい者の日常生活ニーズに応える有償の地域住民参加型の支え合い活動と

して、地域におけるお互いさま活動を進めます。 

③法人後見事業の実施 271 千円〔R7:271 千円〕 

・成年後見制度の法人後見受任団体として、日常生活自立支援事業と補完しながら高齢

者や障がい者等の権利擁護を図ります。 

④ひきこもり支援事業の実施 240 千円〔R7:240 千円〕 

・ひきこもり支援活動団体や関係機関との連携を図り、ひきこもり当事者や家族の居場

所づくりに取り組みます。 
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（3）介護予防・地域ささえあい事業 

①介護予防普及啓発事業の実施  2,250 千円〔R7:2,250 千円〕 

・いきいきサロンやデイホームの高齢者を対象に、介護予防体操や食生活の改善・口腔

ケア・いきいき長寿講座等を実施します。 

    ②生きがい対応型通所事業の実施  5,431 千円〔R7:5,407 千円〕 

・デイホームだんらんの開設 月～金曜日 午前 10 時～午後 2 時 

③第１層生活支援コーディネーター業務委託事業  2,020 千円〔R7：2,020 千円〕 

・誰もがふれあいの絆を保持し、生きがいをもって暮らし続けられるよう既存の助け合

い活動のネットワーク化や新たな活動の創出を図り、市・第２層生活支援コーディ

ネーターと連携し、生活支援体制の整備を進めます。 

（4）困りごとのある人・高齢者・障がい者・子育て世帯への支援 

①ふれあい福祉センター相談所の運営  2,883 千円〔R7:2,911 千円〕 

・心配ごと相談員、社協職員による心配ごと相談。弁護士による法律相談。社会保険労

務士による年金相談 

②除雪費助成事業の実施  13,043 千円〔R7:12,889 千円〕 

・要援護高齢者世帯除雪費用の支払 

③災害ボランティア活動支援  300 千円〔R7:300 千円〕 

・災害時には被災住民への支援や被災地の復旧作業などのボランティア活動が、速やか

に効果的に展開できるよう支援します。 

④緊急災害見舞金給付事業の実施  100 千円〔R7:100 千円〕 

・火災・水害等の被災世帯へのお見舞い 

⑤配食サービス事業の実施  4,560 千円〔R7:4,560 千円〕 

・高齢者のみの世帯等希望世帯に、見守りや安否確認を目的にボランティアによる配食

サービス、会食サービスを実施します。（月２回） 

⑥男性料理教室の実施  180 千円〔R7:180 千円〕 

・65 歳以上の男性を対象に料理教室を開催。食生活の自立や生きがい・仲間づくりを支

援します。（毎月第３火曜日） 

⑦火災予防見守り安心事業 

・消防本部、電力会社と協働で火災予防の呼びかけと見守り、生活状況の聞取りを実施

します。 

⑧緊急医療情報キット配付事業 

・緊急時や災害発生時に適切な医療活動に繋がる医療情報を記入し、冷蔵庫へ保管する

ためのキットを配付します。 

⑨児童遊園地遊具等整備費補助事業の実施 400 千円＊他共募 400 千円〔R7:400 千円〕 

（5）ふくし・ボランティアかれっじの開催 

学びからボランティア活動まで一体的に参加できるよう、ボランティア団体との協働による

各種講座を行います。 384千円（①～⑦の講座の総額）〔R7:432千円〕 
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① 福祉入門講座 

・ボランティア公開講座、各ボランティアグループ活動紹介等を行います。 

②入門手話講座 

・聴覚障がいの理解を深めるとともに、手話の基礎を学びます。 

③要約筆記体験講習会 

・聴覚障がいの理解を深めるとともに、要約筆記を体験します。 

④ふれEye
あ い

ボランティアスクール 

・視覚障がいの理解を深めるとともに、関わり方や点字体験を行います。 

⑤音声訳講座 

・視覚障がいの理解を深めるとともに、関わり方や音声訳体験を行います。 

⑥おもちゃドクター養成講座 

・壊れたおもちゃを修理する「おもちゃのお医者さん」を養成します。 

⑦夏ボラ体験プログラム 

・夏休み期間にボランティア活動のきっかけづくりとして、子どもから大人まで様々な

メニューのボランティア活動体験を行います。 

⑧退職前安心セミナー 

・退職者を新たなボランティアへの人材と捉え、ボランティア活動の紹介、退職後の生

活設計に必要な年金・医療・再就職等の情報提供します。 

（6）広報啓発活動の実施 

①福祉ふれあいフェスティバル  870 千円〔R7:870 千円〕 

・福祉団体やボランティアグループの活動を通し、市民へ地域福祉やボランティア活動

の啓発と理解を深めます。 

② おぢや社協だより（毎月２５日）発行、パンフレットの発行（年１回）、ホームペー 

ジの随時更新       1,400 千円＊他共募 332 千円〔R7:1,052 千円〕 

（7）ネットワーク機能の強化 

①協力員懇談会の開催  510 千円〔R7:510 千円〕 

・社協について理解と協力を得るため、協力員（町内会長を委嘱）、民生委員児童委員

や市議会議員の皆様に対し懇談会を開催します。 

②各種関係会議への参加及び調査研究等  260 千円〔R7:260 千円〕 

・福祉、保健、医療などの機関・団体との連携。地域包括ケア会議等各種関係会議参加

及び調査研究等 

③ 共同募金運動への協力  340 千円〔R7:340 千円〕 

・共同募金の使途等の広報や募金ボランティア活動への支援 
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サービス区分 ３ 共同募金配分事業 

 

１ 事業の概要 

ボランティアセンターの運営、当事者団体や市民が企画し参加する地域福祉活動への支援、福祉

教育の推進や世代間交流事業等を実施します。 

子育て中の親子には、赤ちゃんハッピーギフトを贈呈し応援するとともに、困窮世帯への

生活支援情報等をＳＮＳを通じ発信し、孤立を防ぎ気軽に相談できる窓口として継続した関

係となるよう進めていきます。 

 また、多世代や様々な事情から人との交流が途絶えがちの方でも気軽に参加できる居場所づくり

や地域食堂の開催を通じ、地域共生社会の構築に取り組んでいきます。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

事業費支出 ４，６９１ ３，９３９ ７５２ 

事務費支出 ４５３ ３４３ １１０ 

助成金支出 ４，５５８ ４，３８８ １７０ 

その他の支出 ２００ ２４ １７６ 

支出合計 ９，９０２ ８，６９４ １，２０８ 

 

３ 主な事業 

（1）ボランティアセンター事業  1,800千円〔R7:1,600千円〕 

①ボランティアセンターの運営 

・ボランティアに関する情報提供体制の整備を図ります。ボランティアグループとの共

催により各種ボランティア講座を開催します。企業の社会貢献活動の参考になればと

定期的に情報紙を発行します。 

②ボランティア連絡協議会の支援  

・ボランティア保険の加入手続や運営委員会の開催、活動助成金の交付等により活動を

支援します。 

③認知症高齢者見守り隊講座（市と共催） 

・認知症を正しく理解するとともに、認知症高齢者の傾聴ボランティアの育成を目指し

ます。 

④おもちゃ病院の運営（毎月１回） 40 千円〔R7:40 千円〕 

（2）住民福祉活動や高齢者・障がい者・子育て世帯への支援 

①地域福祉活動助成金交付事業  1,900 千円〔R7:1,820 千円〕 

・市民が企画し参加する地域福祉活動の広がりを図る事業に対し助成金を交付します。 

②「あちこたネットおぢや」サポーター養成講座 75 千円〔R7:75 千円〕 

・「あちこたネットおぢや」の支援サービスの担い手を養成します。 

③安心介護教室  25 千円〔R7:25 千円〕 

・いざという時、安心して介護に関われるよう、介護の仕方や介護サービス情報等の知

識の習得を目指します。 
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④ふれ愛クリスマス会の開催  200 千円〔R7:200 千円〕 

・障がい児・者の社会参加を促進し、ボランティアとの交流を図ることを目的に実施し

ます。 

⑤年末配食サービス事業  320 千円〔R7:300 千円〕 

・配食サービス対象者に「おせち弁当」をボランティアが調理・配達します。 

⑥おぢや子ども笑顔プロジェクト（歳末事業） 180 千円〔R7:200 千円〕 

・ひとり親世帯の親子に年末の食料や子ども向けのプレゼントを配付し、困窮世帯への

生活支援を図り、必要時、継続して相談支援につなげます。 

⑦除雪費助成事業の実施  460 千円〔R7:420 千円〕 

・要援護母子・障がい者世帯へ除雪費を助成します。 

⑧危険防止標識交付事業の実施  200 千円〔R7:200 千円〕 

・町内会からの要望により、崖・川辺等危険箇所用に配付します。 

⑨児童遊園地遊具等整備費補助事業の実施  400 千円〔R7:400 千円〕 

⑩子育て支援事業  750 千円〔R7:650 千円〕 

・出生した親子を対象に、子育て関係の商品券や記念品を贈呈し、社協だよりに希望者

の赤ちゃんの写真を掲載し子育てを応援する「赤ちゃんハッピーギフト」事業を実施

します。 

・ひとり親世帯を対象に、社協イベントや事業の案内等生活に役立つ情報を提供し、生

活支援につなげていきます。 

・市内の学童クラブ指導員等の情報交換会や研修会を開催します。 

⑪地域の居場所づくり事業 350 千円〔R7:300 千円〕 

・地域の誰もが気軽に集える居場所づくりに向け、研究や講座を行います。また、様々

な世代を対象とした地域食堂『みんなの食堂』を定期的に開催します。 

（3）福祉教育推進 

①社会福祉普及校事業  800 千円〔R7:850 千円〕 

・子どもの豊かな成長を促す福祉教育を推進し、活動のための助成金を交付します。 

・社会福祉普及校担当者打合会を開催します。 

・学校へ福祉学習メニュー表を配付し、福祉体験学習や活動を支援します。  

②卒園記念品贈呈事業  420 千円〔R7:417 千円〕 

・保育園・認定子ども園の卒園児に記念品贈呈として、小学校で使用する体操着袋を贈

呈します。 

（4）当事者団体等の支援 

①あけびの会事業の実施  100 千円〔R7:100 千円〕 

・あけびの会（ひとり暮らし高齢者の会）事業を実施します。 

・ボランティアグループによる会食会を実施します。（毎月１回） 

②介護者の会の支援 

・介護者の会（在宅の寝たきり等の家族を介護する人たちの会）の活動や陽だまりサロ

ン開催を支援します。 
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・介護用品斡旋事業を実施します。 

②障がい者社会参加促進事業 

・地域における障がい者スポーツ普及促進事業へ参加協力を行います。 

・障がいのある当事者団体や家族会が行う事業の広報や事務の一部を支援します。 

③認知症関連事業への協力 

・認知症の普及啓発と認知症になっても住み続けられる地域づくりを支援します。 

（5）社協の基盤整備 

①わかりやすい社協情報の発信 

・毎月１回おぢや社協だよりを発行し、パンフレットやホームページの内容の充実を図

ります。また、ＳＮＳ(facebook)による情報発信に努めます。 

     332 千円〔R7:273 千円〕 

②新潟県民福祉大会への参加  50 千円〔R7:50 千円〕 

③第５次地域福祉活動計画評価進行管理・第６次活動計画の策定 

  500 千円〔R7:50 千円〕 

④ 各種団体連絡調整、活動促進事業  500 千円〔R7:174 千円〕 

 

 

サービス区分 ４ 放課後児童健全育成事業 

 

１ 事業の概要 

保護者が就労などにより昼間不在となる家庭の小学生の児童をお預かりし、指導員が遊びを中心

とした健全育成活動を行います。学童クラブは、保護者や地域のニーズに基づき、行政と連携して、

保護者に信頼され利用する児童が心身ともに健やかに育成されるよう適切な運営を行います。また、

児童が安心して過ごせる安定した開設場所の確保と支援が必要な児童への対応に努めるとともに、

指導員の確保を円滑に行えるよう職員の処遇改善に取り組みます。 

東小千谷学童クラブは、４月から東小千谷小学校で開設します。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ６６，９１８ ６３，０５０ ３，８６８ 

事業費支出 ７，７９４ ８，７８４ △９９０ 

事務費支出 １，２５０ １，２１５ ３５ 

支出合計 ７５，９６２ ７３，０４９ ２，９１３ 

 

３ 主な事業 

（1）学童クラブの運営（10か所） 

名 称 実施場所 
入会予定児童数(人) 

通年 長期 

西小千谷学童クラブそよかぜ 小千谷小学校内 33 44 

西小千谷学童クラブさくら 小千谷小学校内 65 11 
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西小千谷学童クラブおひさま 小千谷小学校内 33 7 

西小千谷学童クラブあおぞら 小千谷市民会館内 44 15 

東小千谷学童クラブにこにこカービィ 東小千谷小学校内 15 16 

片貝学童クラブなかよしキッズ 片貝小学校内 32 28 

千田学童クラブわんぱくキッズ 千谷センター 33 22 

南部学童クラブよつばキッズ 克雪管理センター 11 9 

和泉小学校学童クラブいずみキッズ 高梨集落開発センター 16 6 

吉谷小学校学童クラブ 吉谷トレーニングセンター内  14 

合計 10クラブ 282 172 

 

（2）学童クラブ指導員研修会の開催 

 ・学童クラブ指導員の資質向上を図るため、年２回以上研修会を開催します。 

 

 

 

サービス区分 ５ 善意銀行事業 

 

１ 事業の概要 

いただいた寄付金や物品の有効活用について寄付者や市民に伝わるよう社協だより等情

報発信を工夫し、寄付に対する認知の向上を図ります。また、福祉センター内にフードド

ライブコーナーを常設し、「フードバンクおぢや」と連携し生活困窮者の食の支援をお手

伝いします。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

事業費支出 １，１０３ １，５５６ △４５３ 

事務費支出 ５０ ６４ △１４ 

助成金支出 １，１０１ １，２０１ △１００ 

支出合計 ２，２５４ ２，８２１ △５６７ 

 

３ 主な事業 

（1）ハンディキャブ及び福祉活動用車両の貸出し事業  920 千円〔R7: 1,120 千円〕 

歩行困難な方の移動支援として、リフト付き自動車の貸出しを実施します。 

（2）介護用品斡旋事業  601 千円〔R7:701 千円〕 

   在宅で介護する世帯を対象に紙おむつ等の介護用品購入を助成します。 

（3）こんすけ基金事業  233 千円〔R7:500 千円〕 

   親子ふれあいイベントを実施します。（年１回） 

（4）指定された善意の寄附を助成  400千円〔R7:400千円〕 
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サービス区分 ６ 資金貸付事業 

 

１ 事業の概要 

低所得世帯等が安定した生活を送れるよう、資金貸付により経済的に支える相談窓口と

して貸付申請の手続と必要な相談支援を行います。 

また、コロナ禍で実施された生活福祉資金の特例貸付利用者に対し、その後の状況確認

や返済支援を行う特例貸付フォローアップ業務を行います。 

 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ３，０４１ ３，１２３ △８２ 

事業費支出 ５０ ５０ ０ 

事務費支出 ３０２ ２８６ １６ 

貸付事業支出 ７００ ７００ ０ 

積立資産支出 ０ １８ △１８ 

支出合計 ４，０９３ ４，１７７ △８４ 

 

３ 主な事業 

（1）生活福祉資金貸付事務  1,105 千円〔R7:1,107 千円〕 

（2）特例貸付償還指導及びフォローアップ支援  2,288 千円〔R7:2,370 千円〕 

（3）たすけあい資金の貸付  700 千円〔R7：700 千円〕 

 

 

サービス区分 ７ 介護保険事業 

 

１ 事業の概要 

町内会、民生委員児童委員、老人クラブ等関係機関や行政などと連携しながら、高齢者が可能な

限りその居宅において自立した生活を営むことができるよう、訪問介護やデイサービス事業、居宅

介護支援事業の経営により、多様な在宅福祉サービスを効果的に提供します。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 １６６，４２１ １８９，８２２ △２３，４０１ 

事業費支出 ４６，７５４ ４３，８５８ ２，８９６ 

事務費支出 ４０，９５３ ３８，７４０ ２，２１３ 

負担金支出 １１，６００ ２，８００ ８，８００ 

固定資産取得支出 １，６５０ ０ １，６５０ 

積立資産支出 ５７６ ６８４ △１０８ 

支出合計 ２６７，９５４ ２７５，９０４ △７，９５０ 
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３ 主な事業 

（1）訪問介護事業 37,734 千円〔R7:36,983 千円〕 

ホームヘルパーが居宅を訪問し、入浴、排せつ、食事等の身体介護や調理、洗濯などの

生活援助を行います。 

要介護認定者は訪問介護、要支援認定者等は介護予防訪問介護相当サービス及び訪問型

サービスＡとして実施します。 

介護保険で対応できない生活援助等について、保険外サービスを行います。 

（2）デイサービス事業 185,703 千円〔R7:194,525 千円〕 

デイサービスセンター（通所介護施設）２か所で、入浴・食事などの介護、健康状態の

確認、生活に関する相談・助言などの日常生活上の世話等を日帰りで行います。 

要介護認定者は通所介護、要支援認定者等は介護予防通所介護相当サービス及び通所

型サービスＡとして実施します。 

・デイサービスセンターサンラックおぢや  105,264 千円〔R7:104,491 千円〕 

・デイサービスセンターみなみ   80,439 千円〔R7:90,034 千円〕 

（3）居宅介護支援事業  44,517 千円〔R7:44,396 千円〕 

介護を必要とする方が適切なサービスを利用できるよう、介護支援専門員（ケアマネ

ジャー）が本人や家族の要望を伺いながら、介護サービス計画（ケアプラン）の作成や

サービス調整等を行います。 

 

 

サービス区分 ８ 障害福祉事業 

 

１ 事業の概要 

障がい者が地域で安心して生活を送れるよう、地域の障がい者福祉を担う中核的な法人として、

各種障害福祉サービスと地域生活支援事業を実施します。 

障害者支援センターさつき工房においては、利用者個人の尊厳と利用者の自己選択・自己決定を

尊重するとともに、地域の期待に応えられるよう、就労継続支援Ｂ型事業及び地域活動支援セン

ター事業を実施します。 

  

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 １０９，８６６ １０３，３０８ ６，５５８ 

事業費支出 ６，６８３ ５，８２１ ８６２ 

事務費支出 ６，８５９ ５，４５８ １，４０１ 

就労支援事業支出 ６，４０１ ６，４００ １ 

固定資産取得支出 ３７，１７７ ０ ３７，１７７ 

積立資産支出 ２５２ ２５２ ０ 

支出合計 １６７，２３８ １２１，２３９ ４５，９９９ 
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３ 主な事業 

（1）障害者支援センター事業  91,506 千円〔R7:50,136 千円〕 

①就労継続支援Ｂ型事業  79,475 千円〔R7:40,899 千円〕 

一般就労が困難な人に働く場の提供や訓練（作業活動：受注・製造・販売・芽咲庵喫茶

店等）学習会や地域との交流を行います。 

②地域活動支援センター事業  12,031 千円〔R7:9,237 千円〕 

創造的活動や生産活動の機会の提供、社会との交流の場の提供、レクリエーション活動

や日常生活に関する支援を行います。 

（2）相談支援事業  13,225 千円〔R7:12,894 千円〕 

・様々な相談や必要な情報提供、助言、福祉サービス等利用計画の作成を行います。 

（3）訪問系サービス事業  15,590 千円〔R7:15,290 千円〕 

・居宅介護・重度訪問介護・行動援護 

ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や家事援助など生活全般にわたる支援や外出

時における支援を行います。 

（4）地域生活支援事業  914 千円〔R7:914 千円〕 

・移動支援事業  914 千円〔R7:914 千円〕 

屋外で移動が困難な障がい者に対して、ホームヘルパーが外出のための支援を行います。 

（5）共生型サービス事業 31,103 千円〔R7: 27,105 千円〕 

  ①共生型生活介護（サンラックおぢや・みなみ） 15,612 千円〔R7:13,395 千円〕 

デイサービスセンターにおいて、障がい者が自立した日常生活又は社会生活を営むこと

ができるよう、入浴、排せつ及び食事の介護、創作的活動等の機会を提供します。 

②共生型放課後等デイサービス(サンラックおぢや･みなみ) 

15,491 千円〔R7:13,710 千円〕 

デイサービスセンターにおいて、障がい児の生活能力の向上及び社会との交流推進を図

ることができるようサービス計画に基づき効果的なサービスを提供します。 

（6）小千谷市障がい者基幹相談支援センター 14,900 千円〔R7:14,900 千円〕 

  ・総合的かつ専門的な相談支援の実施や地域における相談支援体制強化に取り組みます。

また、地域生活支援整備の促進や権利擁護及び虐待防止に取り組みます。 

 

 

 

サービス区分 ９ 福祉センター事業 

 

１ 事業の概要 

総合福祉センターサンラックおぢやは建築後３３年、地域福祉センターみなみ及び克雪管理セン

ターは改修後２６年が経過し、施設設備の老朽化がみられますが、市との協議により施設保全のた

めの修繕工事を施行するなど、公の施設の指定管理者として適切な施設管理・運営を行い、福祉の

拠点施設として市民に愛され、活用されるよう努めます。 
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２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ６，３９８ ５，３２８ １，０７０ 

事業費支出 ４，６６８ ４，１４８ ５２０ 

事務費支出 ２５，８５５ ２４，４４９ １，４０６ 

支出合計 ３６，９２１ ３３，９２５ ２，９９６ 

 

３ 主な事業 

（1）総合福祉センターサンラックおぢや管理運営事業 

                      28,607 千円〔R7:26,607 千円〕 

（2）地域福祉センターみなみ及び克雪管理センター管理運営事業 

                       8,314 千円〔R7:7,318 千円〕 

 

 

＜公益事業＞ 

サービス区分 １０ 地域包括支援センター事業 

 

１ 事業の概要 

高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を続けることができるよう、市と密接な連携

を図りながら、高齢者一人ひとりの心身の状況や生活課題に応じて、介護や医療サービスを中核

に、地域住民やボランティアなどによる多様な支援を継続的かつ包括的に提供する地域包括ケアシ

ステムの確立に努めます。 

当協議会の居宅介護支援事業所との事務の分担や連携により事務作業の効率化を図ります。ま

た、介護予防ケアマネジメント給付管理数の増に努めます。 

 

２ 支出予算額                              （単位：千円） 

科  目 ８年度当初予算額 ７年度当初予算額 増減（△） 

人件費支出 ３２，７８８ ３１，８８１ ９０７ 

事業費支出 １０，５０６ １０，７０６ △２００ 

事務費支出 １，３０２ １，４０８ △１０６ 

積立資産支出 １０８ １０８ ０ 

支出合計 ４４，７０４ ４４，１０３ ６０１ 

 

３ 主な事業 

（1）地域包括支援センター事業  31,804 千円〔R7：31,803 千円〕 

・総合相談 高齢者に関する様々な相談に応じて、適切な機関、制度やサービスにつなぎ、

継続的に支援します。 

・権利擁護 高齢者の人権や財産を守るため、成年後見制度に関する相談や虐待の早期発

見・防止を進めます。 

・ケアマネジメント支援 ケアマネージャーに対する指導や研修を行い、資質の向上に努

めます。 
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・地域ケア会議 地域ケア会議を開催し、医療・介護等の地域支援ネットワークの構築を

推進するとともに、問題解決機能の向上を図ります。 

（2）介護予防支援事業  12,900 千円〔R7:12,300 千円〕 

・介護予防ケアマネジメント 要介護認定で「要支援 1・2」と判定された方、生活機能

が低下し介護予防が必要な高齢者等の現状を分析し、介護状態となることを防止するた

めのプランを作成し、支援します。 


